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　2001年5月11日に極東海運研究所（FEMRI）、沿海地方行

政府、ロシア運輸省および極東船舶公団（FESCO）が共催

した国際会議「アジア太平洋地域の諸国経済における極東

ロシア港湾の役割」に参加した。また、翌12日にはウラジ

オストク郊外にある沿海地方政府迎賓館で行われた

FEMRIの75周年記念セレモニーにも参加した。日本から

筧隆夫国土交通省北陸地方整備局次長、三橋郁雄ERINA

特別研究員およびセルガチョフ研究助手3名が出席した。

　この会議は今年初めて開催されたものであるが、セメニ

ヒンFEMRI所長は今後もロシアおよび海外の輸送関係者

が極東ロシアだけではなく、北東アジア諸国の海上輸送・

港湾の問題、発展見通しや海運における国際協力の可能性

について話し合う機会として、年に1回同様な会議を行い

たいと述べた。また、中央政府からの代表者の出席を確保

することにより、極東の輸送業者のニーズや問題、意見な

どを中央政府に理解させ、国の輸送政策や戦略に反映させ

ることも狙いにしている。当初、今回の会議にはフラン

ク・ロシア連邦運輸大臣が参加する予定であったが、事情

により海運関係を担当しているルクシャ運輸省第一次官が

モスクワから参加した。それ以外は沿海地方政府（対外経

済関係担当の副知事）、極東港湾および船会社の管理者・経

営者（極東船舶公団の社長、沿海石油船舶公団の社長、ウ

ラジオストク港湾長）、主催者のFEMRIの幹部（副所長、

技師長）など約30人の専門家が出席した。

　2日目のFEMRIの75周年記念セレモニーには、沿海地方

の知事選出馬予定者全員が顔をそろえるなどFEMRIの沿

海地方における存在感の大きさを示すものであった。永年

勤続者の表彰や勲章の授与など行われ、ERINAにも感謝

状が贈られた。華やかなダンスパーティや合唱、独唱もあ

り、祝典にふさわしい盛上りを見せた。

　会議は極東海運大学の練習帆船「ナデジュダ号」内にて

行われた。午後2時ごろ参加者が乗船し、30分後にウラジ

オストク港を出港した。甲板上で名刺交換やフリーな話を

したあと、船内の教室へ降り、会議が始まった。まず司会

役のセメニヒン所長から、今回のように港湾関係者が集ま

り意見交換できることは有意義であり、今後もこのような

会議を行う必要があるという挨拶があった。次は、沿海地

方政府の代表として対外経済関係を担当するステグニー副

知事の挨拶があり、地理的に有利な位置にある沿海地方に

とって輸送部門は非常に重要であり、今まで港湾や関連施

設、地域内のインフラの整備を重視してきたが、これから

も国内･国際物流センターとしての機能を拡大するため努

力をしていくと述べた。

　そのあと、いくつかの発表が行われた。

（1）セレブリャンスキー技師長報告（FEMRI）

　極東ロシアの港湾の概要、能力などについての次のよう

な発表があった。

　極東の港湾はロシアと多くの国々を結んでおり、非常に

重要な役割を果たしている。ソ連時代は港湾の主な目的は

北方地域への貨物のトランジット輸送であったが、90年代

に入ると、ロシアの国内経済状況が悪化し、国内輸送量は

急激に減少し、逆に貿易の自由化に伴いアジア太平洋地域

諸国とのリンクが拡大、国際貨物輸送量が増加した。しか

し、その増加は国内輸送量の減少を相殺できるほどのもの

ではなく、この10年間、極東港湾の総取扱量は減少傾向に

ある。また、ほかの輸送機関との連携も悪化した。1999年

には鉄道運賃が高くなり、港湾取扱量が更に減少した。コ

ンテナ輸送も同じ傾向を見せており、1981年にはボストー

チヌイ港が13万6千個のトランジットコンテナを取扱った

のに対し、2000年にはその数が約3分の1（4万3千個）まで

減少した。

　現在極東には32の港湾があるが、その中の11の主要不凍

港（総取り扱い能力－1,000万トン）が極東港湾総取扱量の

90％を占めており、ほとんどが沿海地方、ハバロフスク地

方およびサハリン州に集中している。主要な港湾の状況は

以下の通りである。

ウラジオストク商業港

　取扱能力は500万トン、岸壁の長さは4,200ｍ、水深は9.75

ｍ～13ｍである。主に一般貨物、バラ積み貨物および大型

コンテナを取扱っている。長さ303ｍ、水深13ｍの大型コ

ンテナ専用岸壁は年間で7万TEUを取扱うことが可能であ

る。将来は既存の岸壁を近代化することとしており、建設

中の新しい岸壁が完成すれば、港湾の能力を700万トンま

で拡大できる。

ナホトカ商業港

　主に一般貨物、バラ積み貨物および木材を取扱っている

港湾であり、年間能力は600万トン、22バースの全長は
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3,560ｍである。

ボストーチヌイ港

　極東における最も近代的で規模の大きな港（年間取扱能

力－1800万トン）であり、主要貨物は一般貨物、バラ積み

貨物、大型コンテナおよび木材である。岸壁の長さは3,461

ｍ、水深は6.5ｍ～16ｍである。多目的バースのほか、石

炭、コンテナ、木材ターミナルがある。また、化学肥料専

用バースがあり、その改造が終わると、年能力は300万トン

まで上がる。現在、LNGターミナルが建設中である。長期

的には全部で60の岸壁にする計画である。

ポシェット商業港

　取扱の中心は木材、一般貨物およびバラ積み貨物であ

る。3バースの延長は450ｍ、水深は9.5ｍであり、年に150

万トンの貨物を取扱うことが可能である。大型コンテナお

よびバラ積み貨物専用ターミナルを含む4バースの建設計

画があり、能力を400～500万トンまで拡大できる。

ナホトカ石油港

　年間で500万トンの石油およびその製品を取扱え、補給

バースを含めて5つのバースがある。

ワニノ商業港

　主に一般貨物、木材、バラ積み貨物を取り扱い、バム鉄

道の終点である。また、フェリー航路によりサハリンのホ

ルムスク港と結ばれている。フェリー貨物は取扱量の

36.5％を占めており、全体能力は年間1,250万トンである。

岸壁の全長は2,630ｍであり、水深は11.5ｍのコンテナター

ミナルを除いて9.75ｍである。40ｔ級のクレーンが50基あ

り、コンテナターミナルでは30.5ｔ級のガントリークレー

ンが利用されている。現在、1,000万トンの石炭ターミナル

が建設中である。将来的には水深15～16ｍを確保し、国際

レベルの港湾にすることが可能である。

ホルムスク商業港

　サハリンの主要港湾の一つであり、主に木材、石炭およ

び一般貨物を取扱っている。8つの岸壁（1,080ｍ）を有し

ており、水深は8ｍである。

コルサコフ商業港

　大陸からサハリンに運ばれる貨物（木材、石炭、一般貨

物、液体貨物など）の大部分はコルサコフ港で取扱われて

いる。水深は2～8ｍであり、9つの岸壁の全長は1,170ｍで

ある。

プロヴィデェニヤ商業港

　北極海の入口に位置しており、北極海横断トランジット

輸送の開発にとって非常に重要な港湾である。3つの多目

的岸壁があり、その長さは375ｍ、水深は7.5ｍおよび10ｍ

である。

ペトロパブロフスク･カムチャツキー港

　大陸からカムチャッカ半島への物資輸送上の主要港湾で

ある。1,051ｍの一般貨物･コンテナ専用岸壁のほかには、

木材ターミナルおよび石炭ターミナル（395ｍ）があり、水

深は9.2～10.5ｍである。

　全体をまとめると、1990年の10年間で極東港湾の貨物取

扱は3分の2から3分の1まで減少し、現在、能力上約2,500万

トンの余裕がある。極東港湾および極東輸送システムの将

来はアジア太平洋地域諸国の輸送体系にうまく統合できる

のかどうかにかかっている。

（2）ルクシャ・ロシア連邦運輸省第一次官

　輸送分野における政府の課題について語った。

　1990年代に入ってウクライナ、バルト3国などが独立し、

ロシアが利用できる港湾は西のサンクトペテルブルグ、黒

海のノボロシイスクおよび極東港湾に限られることとなっ

た。なかでも、アジア諸国との貿易が非常に活発化してい

ることから、ロシア全体にとっては極東の港湾が非常に重

要なものとなっている。現在、ロシアの貿易では輸出が輸

入を大きく上回っており、輸出のための港湾能力を拡充し

なければならない。輸出貨物はほとんど製品ではなく石

油、石炭などの天然資源であるため、これら貨物の専用

ターミナルの拡大や新設が大きな課題である。また、極東

の場合はローカルの貨物が少ないので、輸出入貨物のほか

にトランジット貨物の誘致を積極的に行い、アジア・ヨー

ロッパ間トランジット輸送が極東にもたらすメリットを利

用しなければならない。ハードの面から見ると、最近大型

造船の技術が非常に進んでおり、多くの港湾は水深が不十

分であり、新しい船を取扱えなくなっている。港湾の現状

を評価し、必要な措置を提言するのは、極東海洋研究所の

大きな仕事である。また、課題として輸送専門家の育成が

あり、大学や専門学校での教育のレベルアップに力を入れ

る必要がある。

　輸出入貨物およびトランジット貨物は大きな役割を果た

しているが、国の輸送政策･戦略を考えるときには国内の

貨物および港湾･船舶だけではなく交通インフラ全体の開

発を考えなければならない。西ロシアと比べると、鉄道や

道路を含む極東内のインフラ開発のレベルは低い。最近、

中小企業が多くなり、小口貨物を運びたいという要望があ

るが、インフラはこれに対応できておらず大きな問題であ

る。更にマガダン、チュコトカ、カムチャッカなどの北方

地方への貨物輸送も大事であり、その輸送の改善を考える

必要がある。上述のように、ソ連時代と比較してトラン

ジット貨物の量が非常に減っているが、その理由の一つと
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してサービスの悪化があげられる。サービスのレベルを上

げるとともに、国境通過手続きのようなソフト面では国際

基準に基づく整備をしなければならない。ソフト面の整備

は地方レベルでできることは限られているので、中央政

府、すなわち運輸省および鉄道省の大きな仕事となる。

（3）��������	
�����������

　はじめに北東アジア全体の現状・見通しおよびその輸送

分野における最近の動きについて話した。

　北東アジアは広い意味で日本、韓国、中国、ロシア、モ

ンゴルが入り、狭い意味で極東ロシアおよび中国の東北三

省だけを含む大きな地域である。世界経済における割合

は、人口で約27％、面積で21％、GNPで20.4％であり、世

界の5分の1を占めており、ロシア全体ではなくその極東だ

けを計算に入れても6分の1となる。今後10年間で大きな成

長を示し、世界GDPにおける割合は24％にまで増加するだ

ろう。この地域の貿易の年間成長率は7％以上、コンテナ

の取扱量は年間で約15％の伸びとなると見込まれている。

また、旅行者の数にも著しい増加が予測されている。この

数年間の北東アジアにおける動きについて述べると、二カ

国間および多国間の国際協力やインフラへの投資活動がか

なり活発化してきた。具体的な例をあげると、中国・日本・

韓国間でインフラ開発に関する共同研究、ロシア・中国・

モンゴル間でのトランジット貨物についての協議、米国・

中国・ロシアの間の「東西回廊」プロジェクトに関する話

合いである。二カ国間ベースでは、米国と韓国の間での航

空自由化を目指すオープンスカイ協定についての交渉や北

朝鮮と韓国間の鉄道を結ぶ話などがある。ロシアと中国は

国境通関についての協定に既に調印している。実現したも

のとしては、秋田～ポシェット、新潟～羅津、上海～ボス

トーチヌイ間を結ぶ海上航路の開設がある。

　次に、地域交通開発へのロシアの役割について述べた。

　極東ロシアはその地理的な位置が非常に有利であり、国

際輸送に積極的に参加できれば、ロシアだけでなく周辺諸

国にとっても大きなメリットがあると思われる。しかし、

現在のロシアは経済事情が良くないし、国内インフラが不

十分なため、今後国内インフラの国際競争力を高めること

が重要である。まず、ハード面における措置、即ち施設の

近代化が必要だろう。ソフト面では、法律、通関手続き、

運賃などを改善しなければならない。このソフト面では最

近ロシア政府はかなり積極的となってきた。輸送業者によ

ると、法律は改善され、手続きが簡素化された由。しかし、

全体としては不十分であり競合ルートより安い運賃を提供

しないと、貨物を誘致できず国際輸送システムにうまく統

合できないであろう。このためには、沿海地方政府や連邦

政府による努力だけでは不足し、より広い国際協力が必要

だと思われる。

（4）��������������（次頁に詳細を記す）

（5）筧隆夫国土交通省北陸地方整備局次長

　近年、日本海側の県においては国際交流が著しく拡大し

てきたことを強調し、2000年12月に運輸省第一港湾建設局

（現在、北陸地方整備局）が発表した日本海交流ビジョン

を紹介した。

　このビジョンは、①国際的ネットワークを形成するた

め、港、空港の機能を強化する、②人を呼び込むため海岸

地域を開発し、生き返らせると共に災害への備えや環境保

全を通して安全化を推進する、③北陸とアジア諸国間を鑑

み、交流のほとんどが2010年までに地元の港を通して直接

に行われるようにするという3つの目標を揚げており、将

来は北アメリカやヨーロッパとのさらなる交流の実現に向

けて所要の対応を図るとしている。具体的な推進目標は、

大量の物流センターと護岸堤を備えたハイレベルのコンテ

ナターミナルの開発、ハイウエイを備えた空港間・港間の

接続の強化、航空便のキャパシテイーを増やし、空港まで

のアクセスをよくすることである。また、この地をより魅

力活気のあるものにするため、都市開発に連動して、港湾

再開発を推進すること、特に夏季の日本海のクルージング

を奨励すること、日本海の重油汚染などのリスクに十分備

えることが重要である。極東アジア地域とのよりよい関係

を前提にこの地域の活性化への取り組みや国際協力態勢を

進めたいと考えており、極東海運研究所などとの共同研究

やこの地域の物流基地調査を引き続き推進していく所存で

ある。

　今回の会議の意義としては次の事項を挙げられる。

　日本側にとって画期的であったことは、国土交通省の現

役幹部が公的資格で参加したことである。従来、府県行政

体レベルではこのようなロシアとの交流は頻繁に行われて

いたが、国レベルの交流は極めて限定されていた。今回の

筧北陸地方整備局次長の訪ロは、国レベルでの対ロ関係が

非常に重要であり、そのための具体的行動を取る段階に

入ったことを日本政府が示したものである。

　また、モスクワから運輸次官が参加したことも日本側に

とっては大きな意味があった。運輸次官はロシアにおける

東西交通の重要性と沿海地方港湾の意義を講演したが、こ

れは我々の従来からのロシア国際交通に関する見方とほぼ

一致し、ロシア交通関係者の認識が決して独善的でなく、
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時代潮流を正確に捉えていることを対外的に示したといえ

る。

　会議には沿海地方の海事関係者の多くの要人が参加し

た。また、会場は、ウラジオストク港の近傍海域を周遊す

るクルーザーの中であった。ウラジオストク港の隅から隅

までを外国人に見せることを、多くの要人が喜んで行うと

いうことは、冷戦時代には想像だにできなかった。ロシア

がいかに真剣に平和と繁栄の方向に軌道修正し、それをい

かに多くの人が支持し喜んでいるかを示す一端であろう。

日本に対する発信として非常に高く評価できる。
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